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第２６回参議院議員選挙がスタート 
＜６月２２日公示、７月１０日投開票日＞ 

 

６月１５日通常国会が閉幕し、参議院議員選挙に向けて事実上の選挙戦がスタート

しました。６月２２日公示、７月１０日投開票日の日程で、１２４の改選議席（選挙区７４

議席、比例区５０議席）をめぐって争われます。 

安倍・菅政治を継承した岸田首相は、「新しい資本主義」を掲げ、大企業・富裕層優

先の政策を推し進めてきました。その結果は、コロナ禍で一段と広がった貧困と格差の

拡大をはじめ、日本経済の停滞と物価の高騰などで、私たち労働者・国民の暮らしと

生活は、より一層の厳しさを強いられています。これが現実の自民党政治のもたらして

いる今日の姿といえます。にもかかわらず、選挙ではこの自民党が勝っているのも事実

であります。一言で言えば、野党のふがいなさによって「自民党はダメだが、他に入れる

ところがない」「選挙に行っても何も変わらない」という声に応えられていないことから、

投票所に足が向かないといえます。 

しかし今回の参議院選挙は、平和で安心して暮らせる社会の実現に向けても大事

な選挙ではないでしょうか。すでに自民党は、先の衆議院選挙で絶対安定多数を確保

し、岸田政権が安定して運営できる土台をつくりました。この基盤のうえに、ロシアのウ

クライナへの軍事侵攻に便乗して、戦争のできる国づくりに邁進しています。この参院

選で改憲勢力の３分の２以上を許してしまうと、憲法改悪の国会議論が一気に加速す

ることは避けられません。憲法９条改悪をはじめとする戦争政策を許さないための重要

な選挙であることをＯＢ会員の皆さまに訴えます。家族を伴って投票に行きましょう。そ

して、JR総連や貨物労組が推薦した全候補者の当選をかち取りましょう。 

ＪＲ貨物労組は、ＪＲ総連と共に比例代表で、立憲民主党・「鬼木まこと氏（自治労組

織内）」で交運労協推薦候補を応援します。選挙区は、裏面の候補者です。 

 

 

 



貨物労組本部は、『指示第４６号』（５月１３日付）で「ウクライナへの難民支援カ 

ンパ」を組合員一人１００円以上として取り組んでいます。ＯＢ会は、独自では取り 

組みませんが、多くの会員の皆さんの協力をお願いします。 

 

アフラックのがん保険等に加入している会員の皆さまに、契約内容が記載されてる   

「コミュニケーション・シート」が郵送されます。ご家族の皆さまにも是非、機会に契 

約している内容をお伝えください。 

 

比例代表選挙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙区選挙  （６月１６日現在） 

 

北海道選挙区   徳永 エリ  （立憲民主党・現） 

北海道選挙区   石川ともひろ  （立憲民主党・元） 

福島県選挙区   小野寺 彰子  （立憲民主党・新） 

栃木県選挙区   いたくら みやこ （立憲民主党・新） 

茨城県選挙区   どうごめ まきこ  （無所属・新） 

千葉県選挙区   小西 ひろゆき  （立憲民主党・現） 

新潟県選挙区   森  ゆうこ  （立憲民主党・現） 

広島県選挙区   三上 絵里  （無所属・新） 

 

働く者の代表を国会に！私たちの声を政治に未来に。 

 


